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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光素子と駆動回路部とを含む背面基板と、
　前記背面基板に対向して配置する前面基板と、
　前記背面基板と前記前面基板との間において、前記背面基板と前記前面基板とを互いに
接合するセルシールと、
　前記背面基板と前記前面基板との間に配置した前記セルシールの外側に位置し、前記背
面基板と前記前面基板とを互いに接合する補強材と、を含み、
　前記前面基板は、前記セルシールの外側に、前記補強材の流入をセルシール側に誘導す
る、前記背面基板側の角部に幾何学的形状の一部形状に成形された第１誘導部を有し、
　前記補強材は、前記第１誘導部を充填することを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記第１誘導部は、
　四角プレート状に形成される前記前面基板の４側面のうち少なくとも１側面に形成され
ることを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１誘導部は、
　前記前面基板の内表面と側面を傾斜面に連結する１／２三角形空間を含むことを特徴と
する請求項１または請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
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　前記第１誘導部は、
　前記前面基板の内表面と側面を直角面に連結する１／２四角形空間を含むことを特徴と
する請求項１または請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記第１誘導部は、
　前記前面基板の内表面と側面を弧面に連結する１／２半円形空間を含むことを特徴とす
る請求項１または請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１誘導部は、
　前記前面基板の内表面と側面を弧面に連結する１／２半楕円形空間を含むことを特徴と
する請求項１または請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記補強材は、
　前記前面基板の前記第１誘導部空間に充填される第１１補強部と、
　前記有機発光素子の表面、前記前面基板の内表面及び前記セルシールの一側によって形
成される空間に充填されて、前記第１１補強部と連結される第１２補強部と、を含むこと
を特徴とする請求項１～請求項６のいずれか一項に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記セルシールはガラスフリット（ｆｒｉｔ）で形成され、
　前記補強材は樹脂で形成されることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の
有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記背面基板は、
　前記セルシールの一側に前記補強材の流入を誘導する第２誘導部を形成することを特徴
とする請求項１～８のいずれか一項に記載の有機発光表示装置。
【請求項１０】
　前記第２誘導部は、
　前記背面基板に形成される第２１誘導部と、
　前記駆動回路部及び前記有機発光素子の層が前記第２１誘導部上に順次に積層されて形
成される第２２誘導部を含むことを特徴とする請求項９に記載の有機発光表示装置。
【請求項１１】
　前記補強材は、
　前記有機発光素子の前記第２２誘導部に充填される第２１補強部と、
　前記有機発光素子の表面、前記前面基板の内表面及び前記セルシールの一側によって形
成される空間に充填されて前記第２１補強部と連結される第２２補強部と、を含むことを
特徴とする請求項１０に記載の有機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機発光表示装置に関し、より詳しくは、前面と背面の両基板を接合させるセ
ルシールの接合力を補強する有機発光表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ　ｄ
ｉｓｐｌａｙ）は、正孔注入電極と有機発光層及び電子注入電極で構成される複数の有機
発光素子（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）を含み、有機
発光層内部で電子と正孔が結合して生成された励起子（ｅｘｃｉｔｏｎ）が励起状態から
基底状態に落ちる時に生じるエネルギーによって発光される。
【０００３】
　有機発光表示装置は表示領域に複数の副画素をマトリックス状に配置し、副画素は有機
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発光素子と駆動回路部を含む。駆動回路部はスイッチングトランジスター、駆動トランジ
スター及び保存キャパシターを含む。
【０００４】
　有機発光表示装置は単数で製造されるが、生産性向上のために複数個製造できる。つま
り、有機発光表示装置は、有機発光表示装置一つを単位セルとし、単位セルを複数個備え
る原張基板（またはアレイ基板、以下、「原張基板」という）状態を経て製造できる。
【０００５】
　原張基板状態で、セルシール（Ｃｅｌｌ　Ｓｅａｌ）は前面基板と背面基板との間に提
供されて、両基板を接合しながら単位セルを画定する。例えば、セルシールはガラスフリ
ット（ｆｒｉｔ：ガラス原料粉と溶融ガラスの混合物）で形成できる。ガラスフリットは
高解像度を実現する前面発光型有機発光表示装置に適用されて、外部の水分及び酸素が単
位セル内部に侵入するのを効果的に防止できる。
【０００６】
　セルシールはガラスフリットで形成され、外部の水分及び酸素に対して優れた遮断性能
を有するが、メインガラス（前面基板や背面基板のこと）との熱整合（ｔｈｅｒｍａｌ　
ｃｏｎｆｏｒｍｉｔｙ）の不一致によるサーマルショック（ｔｈｅｒｍａｌ　ｓｈｏｃｋ
）またはストレスが生じる。従って、原張基板及び有機発光表示装置において機構強度が
弱くなる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の第１の目的は、セルシールの接合力を補強する補強材をさらに含む有機発光表
示装置を提供することである。
【０００８】
　本発明の第２の目的は、セルシールの一側に補強材が円滑に注入される有機発光表示装
置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１実施形態による有機発光表示装置は、有機発光素子と駆動回路部とを含む
背面基板と、背面基板に対向して配置する前面基板と、背面基板と前面基板との間に配置
し背面基板と前面基板とを互いに接合するセルシール（ｃｅｌｌ　ｓｅａｌ）と、背面基
板と前面基板との間に配置した前記セルシールの外側に位置し背面基板と前面基板とを互
いに接合する補強材と、を含むことができる。前記前面基板は、前記セルシールの外側に
、前記補強材の流入をセルシール側に誘導する、前記背面基板側の角部に幾何学的形状の
一部形状に成形された第１誘導部を有し、前記補強材は、前記第１誘導部を充填する。
【００１１】
　第１誘導部は、四角プレート状に形成される前面基板の４側面のうち少なくとも１側面
に形成できる。
【００１２】
　第１誘導部は、前面基板の内表面と側面を傾斜面に連結する１／２三角形空間を含むこ
とができる。
【００１３】
　第１誘導部は、前面基板の内表面と側面を直角面に連結する１／２四角形空間を含むこ
とができる。
【００１４】
　第１誘導部は、前面基板の内表面と側面を弧面に連結する１／２半円形空間を含むこと
ができる。
【００１５】
　第１誘導部は、前面基板の内表面と側面を弧面に連結する１／２半楕円形空間を含むこ
とができる。
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【００１６】
　補強材は前面基板の第１誘導部空間に充填される第１１補強部と、有機発光素子の表面
と前面基板の内表面及びセルシールの一側によって設けられる空間に充填されて、第１１
補強部とを連結させる第１２補強部を含むことができる。
【００１７】
　セルシールはガラスフリットで形成され、補強材は樹脂で形成されうる。
【００１８】
　背面基板は、セルシールの一側に補強材の流入を誘導する第２誘導部を形成できる。
【００１９】
　第２誘導部は前記背面基板に形成される第２１誘導部、及び駆動回路部及び有機発光素
子の層が第２１誘導部上に順次に積層されて形成される第２２誘導部を含むことができる
。
【００２０】
　補強材は有機発光素子の第２２誘導部に充填される第２１補強部と、有機発光素子の表
面と前面基板の内表面及びセルシールの一側によって形成される空間に充填されて第２１
補強部と連結させる、第２２補強部を含むことができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明により、セルシールの一側両基板の間に補強材を備えるため、セルシールによる
両基板の接合力が一層補強される効果がある。
【００２２】
　また、前面基板及び背面基板のうちの一側に誘導部を備えて補強材の流入を誘導するた
め、セルシールの一側への補強材の注入を円滑にできる効果がある。
【００２３】
　また、セルシールの一側に注入された補強材が両基板を接合させてセルシールによるサ
ーマルショックまたはストレスに抵抗するため、機構強度の信頼性を向上させる効果があ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１実施形態による有機発光表示装置で構成される単位セルを複数個備
えた原張基板の斜視図である。
【図２】図１に示した有機発光表示装置の副画素回路構造を示した概略図である。
【図３】図１に示した有機発光表示装置の部分拡大断面図である。
【図４】図１の原張基板で単位セル別に切断された有機発光表示装置の平面図である。
【図５】図４のＶ-Ｖ線に沿って切断して示した断面図である。
【図６】図４のＶＩ-ＶＩ線に沿って切断して示した断面図である。
【図７】図４のＶＩＩ-ＶＩＩ線に沿って切断して示した断面図である。
【図８】本発明の第２実施形態による有機発光表示装置の部分断面図である。
【図９】本発明の第３実施形態による有機発光表示装置の部分断面図である。
【図１０】本発明の第４実施形態による有機発光表示装置の部分断面図である。
【図１１】本発明の第５実施形態による有機発光表示装置の部分拡大断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、添付図を参照して本発明の実施形態について、本発明が属する技術分野において
通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳しく説明する。しかし、本発明は多様
な形態に実施され、ここで説明する実施形態に限られない。図面では本発明を明確に説明
するために説明上不要な部分は省略し、明細書全体にわたって同一または類似の構成要素
については同じ参照符号を付した。
【００２６】
　図１は本発明の第１実施形態による有機発光表示装置で構成される単位セルを複数個備
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えた、原張基板の斜視図である。図１を参照すると、原張基板１は単位セルを複数個形成
する背面基板１２と前面基板１４を含む。つまり、原張基板１において単位セルは有機発
光表示装置２を形成する。
【００２７】
　原張基板１状態の単位セルまたは有機発光表示装置２は互いに対向する背面基板１２と
前面基板１４を含み、両基板１２、１４の間の表示領域で複数の副画素をマトリックス状
に備える。
【００２８】
　図２は図１に示した有機発光表示装置の副画素回路構造を示した概略図であり、図３は
図１に示した有機発光表示装置の部分拡大断面図である。図２及び図３を参照すると、有
機発光表示装置２における副画素は有機発光素子（Ｌ１）と駆動回路部を含む。
【００２９】
　有機発光素子（Ｌ１）はアノード電極１６と有機発光層１８及びカソード電極２２を含
み、駆動回路部は少なくとも２つの薄膜トランジスターと少なくとも１つの保存キャパシ
ター（Ｃ１）を含む。薄膜トランジスターは、基本的にスイッチングトランジスター（Ｔ
１）と駆動トランジスター（Ｔ２）を含む。
【００３０】
　スイッチングトランジスター（Ｔ１）はスキャンライン（ＳＬ１）とデータライン（Ｄ
Ｌ１）とが接続され、スキャンライン（ＳＬ１）に入力されるスイッチング電圧によりデ
ータライン（ＤＬ１）から入力されるデータ電圧を駆動トランジスター（Ｔ２）に伝送す
る。
【００３１】
　保存キャパシター（Ｃ１）はスイッチングトランジスター（Ｔ１）と電源ライン（ＶＤ
Ｄ）に接続され、スイッチングトランジスター（Ｔ１）から伝送された電圧と電源ライン
（ＶＤＤ）に供給される電圧との差に当たる電圧を保存する。
【００３２】
　駆動トランジスター（Ｔ２）は電源ライン（ＶＤＤ）と保存キャパシター（Ｃ１）に接
続されて、保存キャパシター（Ｃ１）に保存された電圧としきい電圧との差の自乗に比例
する出力電流（ＩＯＬＥＤ）を有機発光素子（Ｌ１）に供給し、有機発光素子（Ｌ１）は
出力電流（ＩＯＬＥＤ）によって発光される。
【００３３】
　図３、図１１の駆動トランジスター（Ｔ２）はソース電極２７、ドレーン電極２８及び
ゲート電極２９を含み、有機発光素子（Ｌ１）のアノード電極１６が駆動トランジスター
（Ｔ２）のドレーン電極２８と接続される。副画素の構成は前述した例に限定されず多様
に変形できる。
【００３４】
　図４は図１の原張基板において単位セル別に切断された有機発光表示装置の平面図であ
り、図５は図４のＶ-Ｖ線に沿って切断して示した断面図であり、図６は図４のＶＩ-ＶＩ
線に沿って切断して示した断面図である。
【００３５】
　図４、図５及び図６を参照すると、有機発光表示装置２は背面基板１２と前面基板１４
との間に提供され、背面基板１２と前面基板１４を互いに接合させるセルシール（ｃｅｌ
ｌ　ｓｅａｌ）３０と補強材４０を含む。
【００３６】
　セルシール３０は原張基板１を仕切って単位セル、つまり複数の有機発光表示装置２を
構成する。例えば、セルシール３０はガラスフリットで形成されて背面基板１２と前面基
板１４を互いに接合し、単位セル内の有機発光素子（Ｌ１）と駆動回路部を密閉させて外
部から保護する。
【００３７】
　補強材４０はセルシール３０の一側、例えば、セルシール３０の外側から背面基板１２
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と前面基板１４との間に供給されて、背面基板１２と前面基板１４を互いに接合させる。
従って、背面基板１２と前面基板１４はセルシール３０と補強材４０によって２重接合構
造を形成する。
【００３８】
　例えば、補強材４０は樹脂で形成されて、ガラスフリットで形成されるセルシール３０
の接合力を増加させる。従って、補強材４０はセルシール３０のガラスフリットと両基板
１２、１４（つまり、メインガラス）との間の熱整合の不一致により生じるサーマルショ
ック及びストレスによって弱まった機構強度を補強する。
【００３９】
　補強材４０が接合力を向上させて機構強度を補強するために、セルシール３０の外側に
背面基板１２と前面基板１４が微細な間隔を形成するにもかかわらず、補強材４０は両基
板１２、１４の間に円滑に注入される必要がある。
【００４０】
　補強材４０の流入を効果的に誘導するために、両基板１２、１４のうちの少なくとも一
側の基板は補強材４０の流入をセルシール３０側に誘導する誘導部を含む。誘導部は背面
基板１２と前面基板１４のうちいずれか一側に選択的に形成でき、両基板１２、１４にも
形成できる。説明の重複を避けるために、誘導部が両基板に形成される構成に関する説明
は省略する。
【００４１】
　便宜上、第１乃至第４実施形態でどのように前面基板１４に誘導部が形成されるのかを
示す部分を第１誘導部５０とし、第５実施形態でどのように背面基板１２に誘導部が形成
されるのかを示す部分を第２誘導部６０とする。第１実施形態において駆動回路部及び有
機発光素子（Ｌ１）が背面基板１２に備えられるため、第１誘導部５０は前面基板１４に
形成できる。
【００４２】
　原張基板１状態で、第１誘導部５０は単位セルの間にｙ軸及びｘ軸方向に形成されて、
各有機発光表示装置２の前面基板１４の側面１４１に補強材４０を誘導する。
【００４３】
　単位セルまたは有機発光表示装置２において、第１誘導部５０はセルシール３０の外側
から、例えば、前面基板１４の側面１４１から補強材４０の流入をセルシール３０側に誘
導して背面基板１２と前面基板１４との間を補強材４０で充填する。
【００４４】
　従って、第１誘導部５０は、背面基板１２より小さい寸法の四角プレート状に形成され
る前面基板１４の４側面のうち少なくとも１側面に形成される。第１実施形態の図５およ
び図６を参照すると、第１誘導部５０はパッド領域（ＰＡ）に隣接する前面基板１４の１
側面を除いた表示領域（ＤＡ）の３側面に亘って形成される。
【００４５】
　図７を参照すると、第１誘導部５０は前面基板１４の内表面１４２と側面１４１を傾斜
面１４３に連結することによって、傾斜面１４３と背面基板１２との間に形成される三角
形空間を含む。
【００４６】
　断面三角形にエッチングした前面基板１４を含む原張基板１を単位セル別に切断するこ
とによって、複数の有機発光表示装置２が形成される。
【００４７】
　従って、セルシール３０に対応する外郭の部分を断面三角形にエッチングした前面基板
１４を備えた原張基板１状態で、第１誘導部５０は三角形空間を含み、単位セルの有機発
光表示装置２で第１誘導部５０は三角形空間を１／２に切断した１／２三角形空間を含む
。
【００４８】
　第１誘導部５０は単位セルの外郭において、前面基板１４の内表面１４２と傾斜面１４
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３及び背面基板１２側及びこれらの垂直断面線（ＶＬ）によって構成される。図３を参照
すると、背面基板１２側は有機発光素子（Ｌ１）の表面、より具体的には、アノード電極
１６が第１誘導部５０の一側を形成する。
【００４９】
　例えば、第１誘導部５０の三角形空間を形成する前面基板１４のエッチングの深さは５
～６０μｍ範囲である。エッチングの深さが６０μｍを超える場合は、原張基板１の第１
誘導部５０の前面基板１４が破損し易く、エッチングの深さが５μｍ未満の場合は原張基
板１の第１誘導部５０の補強材４０の誘導能力が低下する。
【００５０】
　第１誘導部５０及び前面基板１４の傾斜面１４３は補強材４０の流入を誘導し、また前
面基板１４と背面基板１２との間に補強材４０の流入量を増大させる構造を形成する。
【００５１】
　補強材４０は、第１誘導部５０の空間に、つまり、前面基板１４の傾斜面１４３に対応
する空間に充填される第１１補強部４１と、前面基板１４の内表面１４２に対応する空間
に充填される第１２補強部４２を含む。
【００５２】
　第１１補強部４１は、有機発光素子（Ｌ１）と前面基板１４の傾斜面１４３に設けられ
る空間に充填され、セルシール３０の接合作用を補強する。第１２補強部４２は、有機発
光素子（Ｌ１）の表面と前面基板１４の内表面１４２及びセルシール３０の一側に設けら
れる空間に充填されて、第１１補強部４１と連結されてセルシール３０の接合作用を補強
する。
【００５３】
　以下、本発明の第２乃至第５実施形態について説明する。まず、全体的な構成において
、第２乃至第４実施形態は第１実施形態と類似または同一であるため、ここでは第１実施
形態と互いに異なる構成について説明する。
【００５４】
　図８は本発明の第２実施形態による有機発光表示装置の部分断面図である。図８を参照
すると、第２実施形態において第１誘導部２５０は前面基板１４の内表面１４２と側面１
４１を直角に、つまり、凹直角面２１４３に連結することによって、直角面２１４３と背
面基板１２との間に形成される空間を含む。
【００５５】
　断面四角形にエッチングした前面基板１４を含む原張基板１を単位セル別に切断するこ
とによって、複数の有機発光表示装置２が形成される。
【００５６】
　従って、セルシール３０に対応する外郭部分を断面四角形にエッチングした前面基板１
４を備えた原張基板１状態で、第１誘導部２５０は四角形空間を含み、単位セルの有機発
光表示装置２の第１誘導部２５０は四角形空間を１／２に切断した１／２四角形空間を含
む。
【００５７】
　補強材２４０は第１誘導部２５０、つまり前面基板１４の直角面２１４３と対応する空
間に充填される第１１補強部２４１と、前面基板１４の内表面１４２と対応する空間に充
填される第１２補強部２４２を含む。
【００５８】
　第１１補強部２４１は、有機発光素子（Ｌ１）と前面基板１４の直角面２１４３に設け
られる空間に充填されて、セルシール３０の接合作用を補強する。第１２補強部２４２は
有機発光素子（Ｌ１）の表面と前面基板１４の内表面１４２及びセルシール３０の一側に
設けられる空間に充填されて、第１１補強部２４１と連結されてセルシール３０の接合作
用を補強する。
【００５９】
　第２実施形態の第１誘導部２５０は、第１実施形態の第１誘導部５０に比してより大き
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い空間を形成して補強材２４の注入量をさらに増大できる。
【００６０】
　図９は本発明の第３実施形態による有機発光表示装置の部分断面図である。図９を参照
すると、第３実施形態において第１誘導部３５０は前面基板１４の内表面１４２と側面１
４１を弧にして、つまり凹弧面３１４３に連結することによって、弧面３１４３と背面基
板１２の間に形成される空間を含む。
【００６１】
　断面半円形にエッチングした前面基板１４を含む原張基板１を単位セル別に切断するこ
とによって、複数の有機発光表示装置２が形成される。
【００６２】
　従って、セルシール３０と対応する外郭の部分を断面半円形にエッチングした前面基板
１４を備えた原張基板１状態で第１誘導部３５０は半円形空間を含み、単位セルの有機発
光表示装置２で、第１誘導部３５０は半円形空間を１／２に切断した１／２半円形空間を
含む。
【００６３】
　補強材３４０は第１誘導部３５０、つまり前面基板１４の弧面３１４３と対応する空間
に充填される第１１補強部３４１と、前面基板１４の内表面１４２と対応する空間に充填
される第１２補強部３４２を含む。
【００６４】
　第１１補強部３４１は、有機発光素子（Ｌ１）と前面基板１４の弧面３１４３で設けら
れる空間に充填されてセルシール３０の接合作用を補強する。第１２補強部３４２は、有
機発光素子（Ｌ１）の表面と前面基板１４の内表面１４２及びセルシール３０の一側で設
けられる空間に充填されて、第１１補強部３４１と連結されてセルシール３０の接合作用
を補強する。
【００６５】
　図１０は本発明の第４実施形態による有機発光表示装置の部分断面図である。図１０を
参照すると、第４実施形態において第１誘導部４５０は前面基板１４の内表面１４２と側
面１４１を弧にして、つまり、弧面４１４３に連結することによって、弧面４１４３と背
面基板１２との間に形成される空間を含む。
【００６６】
　断面半楕円形にエッチングした前面基板１４を含む原張基板１を単位セル別に切断する
ことによって、複数の有機発光表示装置２が形成される。
【００６７】
　従って、セルシール３０と対応する外郭部分を断面半楕円形にエッチングした前面基板
１４を備えた原張基板１状態で、第１誘導部４５０は半楕円形空間を含み、単位セルの有
機発光表示装置２で第１誘導部４５０は半楕円形空間を１／２に仕切った１／２半楕円形
空間を含む。
【００６８】
　補強材４４０は第１誘導部４５０、つまり、前面基板１４の弧面４１４３と対応する空
間に充填される第１１補強部４４１と、前面基板１４の内表面１４２と対応する空間に充
填される第１２補強部４４２を含む。
【００６９】
　第１１補強部４４１は有機発光素子（Ｌ１）と前面基板１４の弧面４１４３で設けられ
る空間に充填されて、セルシール３０の接合作用を補強する。第１２補強部４４２は有機
発光素子（Ｌ１）の表面と前面基板１４の内表面１４２及びセルシール３０の一側で設け
られる空間に充填されて第１１補強部４４１と連結されてセルシール３０の接合作用を補
強する。
【００７０】
　図１１は本発明の第５実施形態による有機発光表示装置の部分拡大断面図である。図１
１を参照すると、図５実施形態において第２誘導部６０はセルシール３０の一側に補強材
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【００７１】
　第２誘導部６０は背面基板１２に形成される第２１誘導部６１と、第２１誘導部６１上
に積層される駆動回路部、及び有機発光素子（Ｌ１）の層と順次に形成される第２２誘導
部６２を含む。
【００７２】
　補強材７０は第２誘導部６０、つまり有機発光素子（Ｌ１）の第２２誘導部６２が画定
する空間に充填される第２１補強部７１と、前面基板１４の内表面１４２と対応する空間
に充填される第２２補強部７２を含む。
【００７３】
　つまり、第２１補強部７１は有機発光素子（Ｌ１）の第２２誘導部６２が画定する空間
に充填されてセルシール３０の接合作用を補強する。第２２補強部７２は有機発光素子（
Ｌ１）の表面と前面基板１２の内表面１４２及びセルシール３０の一側で形成される空間
に充填されて第２１補強部７１と連結されてセルシール３０の接合作用を補強する。
【００７４】
　第１誘導部５０、２５０、３５０、４５０を前面基板１４に形成する場合に比べて、第
２誘導部６０を背面基板１２に形成する場合、構造がさらに複雑となる。
【００７５】
　以上、本発明の望ましい実施形態について説明したが、本発明はこれに限定されるので
はなく、特許請求の範囲と発明の詳細な説明及び添付図の範囲内で多様に変形して実施す
ることが可能であり、そのように自由に変形した実施が本発明の範囲に属するのは当然で
ある。
【符号の説明】
【００７６】
１　原張基板、
２　有機発光表示装置、
１２　背面基板、
１４　前面基板、
１４１　側面、
１４２　内表面、
１４３　傾斜面、
２１４３　直角面、
３１４３、４１４３　弧面、
１６　アノード電極、
１８　有機発光層、
２２　カソード電極、
３０　セルシール（ｃｅｌｌ　ｓｅａｌ）、
４０、２４０、３４０、４４０、７０　補強材、
４１、２４１、３４１、４４１　第１１補強部、
４２、２４２、３４２、４４２　第１２補強部、
５０、２５０、３５０、４５０　第１誘導部、
６０　第２誘導部、
６１　第２１誘導部、
６２　第２２誘導部、
７１　第２１補強部、
７２　第２２補強部、
Ｌ１　有機発光素子、
ＶＬ　垂直断面線。
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